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ライフサイエンス分野  

  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 small RNA の選択的・

網羅的検出を指向した

人工 RNA プローブの

開発 

国立大学法

人東京工業

大学 

清尾 康志 生体内に存在する 19-28 塩基程度の

短鎖 RNA(small RNA)が生体機能の

制御因子として機能していることが明

らかになってきており、その活用が今

後のバイオ産業やゲノム医療の最大

課題となっている。現在、様々な生体

分子を網羅的に解析する技術が開発

されているが、small RNA の網羅的解

析技術は全く存在しない。本起案研究

では、small RNA の網羅的解析に必

須の、短鎖 RNA に対する強固で選択

的な結合能を有する新規人工 RNA プ

ローブを有機化学的手法を用いて開

発することを目指す。本起案研究は

small RNA の網羅的解析に向けて世

界に先駆けたものであり、small RNA

の産業・医療への応用のブレークスル

ーとなることが期待される。 

2 光学異性体を区別する

全アミノ酸高感度一斉

分析装置の開発 

国立大学法

人九州大学 

浜瀬 健司 従来のアミノ酸分析では不可能であっ

た「D 体 L 体を区別した」全アミノ酸の

高感度一斉分析技術を開発し、新規

生理活性分子として注目される哺乳

類体内遊離 D-アミノ酸の分析や、疾

病・老化に伴うタンパク質中アミノ酸残

基の D 化解析を可能とする。分析装



置は提案者等が世界に先駆けて開発

した試作機を基盤として省資源化が計

られた全自動装置を設計し、最適キラ

ルカラムの作製と導入により全アミノ

酸の迅速光学分割を達成する。装置

開発と併せて疾病時、加齢時等にお

ける遊離 D-アミノ酸・異常タンパク質

分析を展開し、創薬シーズ探索、疾病

診断、老化防止、食の安全等につな

がる知見を得ることで人類の健康維

持・生活の安心に貢献する。 

3 物理的・化学的・酵素

的タンパク質固定化の

ための表面修飾ガラス

基盤の開発 

国立大学法

人九州大学 

神谷 典穂 本提案では、固相基盤上におけるタン

パク質機能の有効利用を可能にす

る、（ｉ）適切に表面修飾された物理的・

化学的タンパク質固定化用ガラス製

固定化担体の開発、ならびに（ii）酵素

を利用する新規タンパク質固定化法

の確立とこれに適したガラス製固定化

担体の開発を行う。前者においては、

96／384 穴型ガラスプレートならびに

ガラスマイクロプレートの各ウェルに、

タンパク質固定化のための種々の官

能基を効果的に提示する技術を開発

する。後者においては、酵素トランス

グルタミナーゼ*用語の説明を利用す

る部位特異的・共有結合的固定化法

とこれに適した固定化基盤を開発す

る。これらを組み合わせることで、タン

パク質機能の高度利用において、汎



用性が高く、研究者のニーズに合わせ

た利用が容易な固相フォーマットを創

出する。 

4 電気化学的な新規リソ

グラフィー技術を搭載し

たバイオチップシステム

の開発 

国立大学法

人東北大学 

西澤 松彦 生体試料の接着を局所に誘発できる

電気化学的な in-situ 表面改質技術

（電気化学バイオリソグラフィー）をマ

イクロ流路デバイスに搭載し、免疫計

測や細胞診断を革新する新しいバイ

オチップを開発する。細胞や抗体は脆

弱であり、これらを On-Demand にアレ

イ化する簡便な固定化法と組み合わ

せたチップ技術が望まれている。電気

化学バイオリソグラフィーは簡便なウ

ェットプロセスであり、電極と電源（乾

電池程度）だけで行えるシンプルな機

構であるため、マイクロ流路等への集

積が容易である。これによって、タンパ

ク質や細胞を”その場”で固定して計

測に供するセルフメイド式バイオチップ

システムの創出を目指す。 

5 アルツハイマー病の早

期診断を可能にする老

人斑アミロイドの分子イ

メージング技術の開発 

国立大学法

人長崎大学 

小野 正博 アルツハイマー病における初期段階

の特徴的な脳病変として、老人斑の出

現が知られている。本研究は、その主

要な構成成分であるアミロイドβペプ

チド(Aβ)に選択的な結合性を有する

放射性薬剤を開発し、Single Photon 

Emission Computed Tomography 

(SPECT)あるいは Positron Emission 

Tomography (PET)を用いて、生体の



老人斑を体外から高感度に画像化し、

アルツハイマー病の早期診断を実現

することを目的とする。本研究では、

申請者らがこれまでに独自に開発して

きた数種の基本構造をもとに、より優

れた性質を持つ新規アミロイドイメー

ジングプローブの開発を推進するとと

もに、これらプローブの脳内放射能挙

動の詳細な検討を加えることにより、

アルツハイマー病脳の精密な病態解

析を可能とする老人斑アミロイドの分

子イメージング技術の構築とその臨床

応用を目指す。 

6 神経機能分析用光波

断層画像測定装置の

試作研究 

国立大学法

人山形大学 

渡部 裕輝 現在、数十μm の高い空間分解能と

非侵襲性から光波コヒーレンス断層画

像測定法(Optical Coherence 

Tomography: OCT)が、眼科臨床で実

用化され、臨床応用の拡大に向けて

研究が進められている。本研究の目

的は、高い時間分解能と短い露光時

間（測定時間）が特徴である時間ゲー

ト OCT(Time-gated OCT : TG-OCT)を

試作開発し、さらに、TG-OCT を用い

てラットの脳・神経系での機能解明・分

析を行い、この分野で TG-OCT の有

効性を示すことである。この TG-OCT

を用いると、数μs の領域までの高速

な生体の諸現象が 3 次元的、かつ非

侵襲的に計測可能になるので OCT の



新しい応用領域の開拓が期待される。

よって、さらなる臨床応用分野が考え

られるので、医学・生物学・薬理学分

野での貢献は大きく、その波及効果は

多大である。 

7 筋骨格・神経モデルと

非侵襲的な運動計測に

基づく全身筋・神経情

報推定装置の開発と応

用 

国立大学法

人東京大学 

山根 克 本研究では、研究代表者らがこれまで

開発してきた詳細筋骨格モデル・神経

モデルとその力学計算法、および光学

式モーションキャプチャ技術を発展さ

せ、人間の運動を観察することによっ

て非侵襲的に筋張力および運動神経

情報を推定する装置を開発する。ま

た、これまで定性的あるいは定量的だ

が侵襲性の高い手法で行われてきた

神経疾患の診断およびリハビリテーシ

ョン支援への応用を通して、筋張力・

神経情報をもとにした定量的な評価が

可能であること、およびその神経・リハ

ビリテーション医療へのインパクトを示

すことにより、装置の有用性を実証す

る。同様の技術は、整形外科やスポー

ツトレーニングへの応用、新しいマン・

マシンインタフェースとしての発展も期

待できる。 

8 組織修復・再生を促進

する機能性生体材料の

開発 

国立大学法

人三重大学 

當麻 直樹 傷害された組織が修復するとき、線維

芽細胞や血管細胞などの間葉系細胞

が傷害部位に遊走し増殖することによ

り、傷害部位の欠損組織が充填され、

新しい組織が形成される。近年、この



時期の病変組織で一群の増殖因子や

細胞外マトリックスタンパクが一過性

に発現し、これらの分子が間葉系細胞

の組織修復のための活動を活発にし

ていることが明らかとされてきている。

組織修復の成否は、初期の段階での

細胞活動の良し悪しによって運命付け

られており、細胞活動を促進できれ

ば、組織の再生・修復を促すことが可

能になる。本研究では、これら分子を

局所に保持する機能生体材料を作製

し、病変部に導入・作用させ、病変組

織の器質化を促し、結合組織、軟骨、

骨などの欠損部の修復を促進する医

療材料の開発をめざす。 

9 3 次元組織アレイを用

いた刺激応答性胚性幹

（ＥＳ）細胞スフェロイド

による新規ハイスルー

プット薬剤スクリーニン

グシステムの開発 

国立大学法

人東京大学 

位髙 啓史 ES 細胞はプライマリー細胞でありなが

ら無限増殖能をもち、しかも全分化能

を維持できる唯一の細胞種である。こ

のような特徴は、薬剤スクリーニング

システムに用いる細胞としては最高の

長所であるが、一方で分化させる際に

煩雑なスフェロイド培養が必要であり、

また細胞分化を検出する簡便・正確・

非侵襲的な方法も確立していない。本

プロジェクトでは、ナノ制御した高分子

ブラシ薄膜に表面加工を施すことで細

胞接着を制御して望みの形・大きさ・

位置にスフェロイドを作成する技術を

確立、スフェロイドへの物質透過性を



制御し、長期にわたり生体酷似反応を

維持する培養皿を作成する。また骨・

軟骨特異的に発現するプロモーター

断片とクラゲ発光蛋白遺伝子を組み

合わせることで骨・軟骨分化特異的に

発光するマウス ES 細胞を分離する。

これら 2 つの技術を融合させること

で、骨・軟骨分化刺激を感知して発光

するバイオセンサーとしての均一な

ES 細胞スフェロイドを大量生産し、ス

フェロイドアレイを構築して新規ハイス

ループット薬剤スクリーニングシステム

構築を行う計画である。 

10 ポータブルかつ安全な

NO 吸入療法システム

の開発 

国立大学法

人熊本大学 

浪平 隆男 生体内における血管内皮由来血管弛

緩因子として一酸化窒素（NO）が認識

されて以来、治療が困難とされてきた

重症呼吸不全や肺高血圧症、また肺

高血圧を伴う心疾患患者の手術前後

の呼吸管理に対し、NO 吸入がその有

効な治療方法として臨床実績を挙げ、

広く認知されるようになった。特に新生

児の重症呼吸不全症や肺高血圧を伴

う心疾患患者の手術前後の呼吸管理

では、既に NO 吸入は必要不可欠な

治療法となっているほか、未熟児の呼

吸不全では慢性呼吸不全発症に対す

る予防法としても利用されている。ま

た、米国では既に食品医薬局により

NO 吸入は医薬品として認可されてお



り、NO 吸入は多くの患者の希望となり

つつある。しかしながら、現在の NO

吸入療法システムは次のような問題を

抱えており、その普及の大きな妨げと

なっている。[1]NO 供給源として高濃

度 NO ボンベを用いるため、その漏洩

による医療事故発生が懸念される。

[2]NO ボンベやその濃度をモニターす

るガス分析器などの重量物により、専

門医は救命活動でのオンサイト使用

が困難であり、また患者は特殊な治療

室のみでの生活により自由度が奪わ

れ、QOL（Quality Of Life：生活の質）

が低下する。[3]ガスボンベやガス分

析器が高価である。これらは NO 吸入

療法へ大きな期待を寄せる患者及び

その家族、医療従事者のためにも早

急に払拭されるべき課題であり、本研

究開発ではポータブルかつ安全な NO

吸入療法システムの開発をおこなう。 

11 容量性結合に基づく背

面導出型心電計の開

発と NICU への応用 

東京電機大

学 

植野 彰規 ヒトが市販の寝間着や肌着を着て、市

販のシーツで覆われた電極（寝具上に

設置）に仰向けで寝るだけで心電図が

計測できる装置を開発する。まずは体

動の比較的少ない新生児・乳児を対

象とし、NICU（Neonatal Intensive Care 

Unit）での実用化を試み、技術レベル

の向上によっては高齢者・準高齢者を

対象としたホームヘルスケアへの応用



を視野に入れる。 

市販の衣類は導電性がないため、電

極と皮膚との間に容量性結合を形成

し、結合部の静電容量を通じて心電図

を計測する。装置の入力インピーダン

スを 1TΩ程度に高め、結合部のイン

ピーダンスによる電圧損失を低減す

る。雑音対策と体動アーティファクト対

策を強化し、安定した計測を実現す

る。電極には柔軟な導電性布を使用

する。 

12 ユニークな機能性構造

脂質の微生物生産プロ

セスの開発 

国立大学法

人京都大学 

櫻谷 英治 機能性素材として近年注目されている

アラキドン酸、ジホモ-γ-リノレン酸、

ミード酸などの高度不飽和脂肪酸

(PUFA)がグリセロール骨格に 3 つ付

加したトリアシルグリセロールは、機能

性構造脂質として健康食品や医薬品

への応用が期待されている。これらの

油脂は性状・機能とも従来の植物や

動物から得ることのできないユニーク

なものであり、これまでに、糸状菌

Mortierella alpina 1S-4 から誘導した

変異株がこれら機能性構造脂質を蓄

積することを見出しているものの、そ

の生産性は充分とはいえない。そこで

本研究は、これら機能性構造脂質の

安定供給を目指し、特定の PUFA を

生産する変異株を用い、遺伝子操作

(PUFA 生合成に関わる酵素遺伝子の



過剰発現と遺伝子破壊）と育種技術を

駆使して、安価な原料から de novo 合

成によるユニークな機能性構造脂質

の効率的生産プロセスの開発を目指

す。 

13 生殖細胞の異種間移

植による代理親魚養殖

技術の確立 

国立大学法

人東京海洋

大学 

吉崎 悟朗 申請者は異種間での生殖細胞移植技

術を開発し、ニジマスの配偶子を生産

するヤマメ親魚の作出に成功してい

る。本技術はマグロのように体重が

500ｋｇにも達する魚種の配偶子を小

型のアジに生産させる代理親養殖や、

単離した生殖細胞を凍結することで、

絶滅危惧種や優良品種を半永久的に

保全する系へと応用可能である。しか

し、従来は GFP により生殖細胞を蛍

光標識した組換え個体をドナーに用い

ており、生産された種苗を天然水界へ

放流したり、食用に用いることが困難

であった。さらにドナー細胞を移植され

た宿主は、宿主自身の配偶子も同時

に生産する。そこで、本研究では 1）遺

伝子組換え技法を用いずに、生殖細

胞の表面抗原に対する特異抗体を用

いてドナー細胞を調整する技法、およ

び 2）不妊の宿主を用いることで“ニジ

マスしか産まないヤマメ”の作出を目

指す。 
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  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 ハイパーミラーによる

遠隔技能トレーニング

システムの研究開発 

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

熊谷 徹 通常、身体技能を教授するには指導者

と被訓練者が同じ場所にいなければな

らない。手術手技はその最たるもので、

特に指導者数が少ない先端医療では、

地理的な制約により新技術・技能の普

及が妨げられている。そこで、遠隔地

間での空間共有機能に優れた電子的

な「鏡」であるハイパーミラー(HM、用語

解説参照)技術を応用した技能トレーニ

ングシステムの開発を提案する。HM

は事物の指差し指示や互いの動作の

模倣を初めて可能とした遠隔対話イン

タフェースであり、本研究では経鼻内視

鏡下手術手技(用語解説参照)の習得

を対象としてシステムを開発し、遠隔地

間および自習での身体技能教授技術

を確立すると同時に、先端医療技術の

普及促進に資する。 

2 画像モーメントセンサ

の開発 

国立大学法

人東京大学 

小室 孝 CMOS イメージセンサの画素毎に加算

回路と列選択回路のみからなる簡便な

処理回路を付加することで、画面内の

単一または複数の対象の大きさ・位

置・傾き・形状などの特徴量を取得する

ことができるセンサを開発する。加算回



路は、画素毎に均一な構成を保ちつ

つ、ドミノ論理回路の採用により低面

積・低消費電力を実現している。加え

て、可変長のパイプラインにより、外部

制御信号のタイミングに対して常に最

適な動作速度で演算を行うものとなっ

ている。本センサにより、画像情報を用

いた機器の自動制御が小型・低電力・

低コストで実現可能となり、家電や携帯

機器などの民生機器にも導入可能とな

ることから、産業への波及効果はきわ

めて高い。 

3 画像列からの実物体

の高品質 3 次元モデ

ル化とその利用法に

関する研究 

広島市立大

学 

椋木 雅之 全周囲の複数の方向から実物体を撮

影した画像列から、その物体の高品質

な 3 次元モデルを生成する手法と、そ

の利用法を開発する。生成する 3 次元

モデルは、立体的な形状をもつだけで

なく、その表面の微妙な凹凸感や材質

感（表面反射特性）も、実物体を忠実に

再現したものとなる。また、与える画像

列は、市販のデジタルカメラやカメラ付

き携帯電話のような機器で撮影したも

のでよい。これにより、3 次元モデルの

取得が手軽に行えるようになる。さら

に、取得した 3 次元モデルの利用技術

として、その大きさや形状の定量的な

計測・データ化を行う技術を開発する。

これにより、実物体からそれに関連す

る情報をたどることができる電子図鑑



（実物体アノテーション技術）への応用

が可能となる。これらの技術により、3

次元モデルが容易に扱える技術基盤

を確立することを目指す。 

4 強磁性共鳴を用いた

磁気記憶セルのスピ

ン制御に関する研究 

国立大学法

人九州大学 

能崎 幸雄 強磁性体を記憶セルとする磁性ランダ

ムアクセスメモリ 1,3)は、次世代の不揮

発メモリ技術として注目されている。し

かし、記憶セルの微細化に伴うスイッチ

ング磁界の増大 2)が高集積化に向け

た問題となっている。本研究は、強磁

性共鳴現象 4)を用いて記憶セルのスイ

ッチング磁界を飛躍的に低減させる新

しい技術を検証し、磁気メモリデバイス

の省エネ化を実現することを目的とす

る。さらに、共鳴特性を利用して記憶セ

ルに周波数フィルタリング機能を持た

せることにより、共鳴周波数の異なる

記憶セルを組み合わせた新しい不揮発

論理演算デバイスの創生を目指す。 

5 低消費電力・高速無

線通信システムの研

究開発 

国立大学法

人横浜国立

大学 

落合 秀樹 高速無線通信システムにおいては、伝

搬路等化が容易であり、かつ周波数利

用効率の高い通信方式が要求される。

これを満たす通信方式として直交周波

数分割多重（OFDM）方式が注目され、

実用化が進められている。しかしなが

ら、OFDM 方式はダイナミックレンジが

大きいため、線形増幅に伴う電力損失

が大きく、携帯端末などへの実装が困

難となる。本研究では、申請者が提案



しているダイナミックレンジの低減技術

に符号化変調を組み合わせることによ

り、低消費電力でかつ信頼性・周波数

利用効率に優れた通信システムを構築

し、実用化に貢献することを目的として

いる。 

6 次世代超高密度垂直

磁気記録ハードディス

クドライブのためのパ

ターンドマスター磁気

転写技術開発 

国立大学法

人茨城大学 

小峰 啓史 本研究では、次世代垂直磁気記録ハ

ードディスクドライブ(HDD)のためのパ

ターンドマスター磁気転写技術の確立

を目標とする。バースト信号、アドレス

信号、オートマティックゲインコントロー

ル(AGC)など実際のハードディスクのサ

ーボ信号を模した大規模シミュレーショ

ン技術の開発を通じて、垂直磁気転写

における最適転写条件を明らかにす

る。また、パターンドマスター媒体を用

いた転写実験、垂直転写用スレーブ媒

体の開発、および高分解能磁化状態

評価技術の確立により、ヘッド記録と同

程度以上の出力を得るための最適転

写条件を実験的に立証する。最終的に

は、1 テラビット/平方インチを有する超

高密度垂直磁気記録のためのサーボ

信号の高速書き込み技術の原理実証

を行い、次世代 HDD の普及に加速を

与えることを目標とする。 

7 ナノメートル世代の

LSI タイミング設計技

術の研究 

国立大学法

人大阪大学 

橋本 昌宜 ストークノイズ、熱勾配などさまざまな

遅延変動要因によって回路性能の向

上が阻害され、プロセス世代が進んで



も回路性能が向上しないのではないか

という強い危惧が半導体産業界にあ

る。本研究では、LSI 設計技術、特に物

理設計の分野において、遅延変動が小

さくまた予測性の高い設計プラットホー

ムの構築、ならびに遅延変動要因を考

慮したタイミング検証技術の開発によ

り、過度に設計自由度を損なうことな

く、将来の継続的な回路性能の向上を

実現させる。それぞれの遅延変動要因

について、実測に基づく物理現象の解

明を行い、必要十分な解析モデルの構

築を行うことを特徴とする。 

8 プラズマジェットを用

いたアモルファスＳｉ膜

結晶化技術の薄膜ト

ランジスタ製造プロセ

ス応用 

国立大学法

人広島大学 

東 清一郎 ユビキタス社会におけるマン・マシンイ

ンターフェイスである高機能ディスプレ

イ実現に必要不可欠な多結晶Ｓｉ薄膜ト

ランジスタの製造プロセスを革新するプ

ラズマジェット結晶化技術に関する研

究をおこなう。プラズマジェット照射中

のガラス基板表面温度の測定と熱伝導

シミュレーションの併用により、アモルフ

ァスＳｉ膜の結晶成長過程を明らかにす

るとともに、デバイス応用に適した結晶

成長制御、欠陥低減技術を開発し、高

品質多結晶Ｓｉ薄膜作製技術を確立す

る。開発した高品質多結晶Ｓｉ薄膜を用

いて薄膜トランジスタを試作し、本プロ

セス技術の有効性を実証することを目

的とする。 



9 特許情報を用いた用

語辞典の自動構築と

検索インタフェースの

開発 

国立大学法

人筑波大学 

藤井 敦 本研究は、日々増え続ける特許から、

新語や専門用語を抽出し、辞典コンテ

ンツを自動構築することを目的とする。

辞典には、見出し語、説明、技術分野、

英訳、関連語を含み、関連語はシソー

ラスのような階層関係を構成する。以

上より、常に最新情報を網羅した大規

模な辞典コンテンツを実現する。 

また、辞典コンテンツを応用した簡便な

検索インタフェースを開発する。従来の

特許検索システムが複雑な検索式の

入力を要求するのに対して、本研究は

用語の意味や連想に基づく検索機能を

提供する。さらに、用語の関連によって

特許間の内容類似度を計算し、先行技

術調査等における類似特許の発見を

支援する可視化機能を提供する。 

10 シリコン・スピントラン

ジスタの開発とその

新機能・高機能集積

回路への展開 

国立大学法

人東京大学 

菅原 聡 本研究課題では"スピンエレクトロニク

ス"の概念をシリコンテクノジーに融合

させた新しい集積エレクトロニクスの展

開を目指す。申請者の発案によるシリ

コン集積回路に整合する MOSFET 型

のスピントランジスタ（スピン MOSFET）

を実現して、従来のエレクトロニクスで

は用いられることのなかったキャリアの

スピン自由度を利用した新概念のアー

キテクチャに基づく新機能・高機能集積

回路を創出する。具体的には、(i)スピン

MOSFET およびその集積化の実現に



向けたプロセス・インテグレーション技

術およびデバイス技術の確立､(ii)新機

能・高機能集積回路のビルディング・ブ

ロックとしてのスピン MOSFET の性能・

機能の評価・実証、(iii)スピン MOSFET

による回路技術の創出を行う。さらに、

(iv)スピン MOSFET の性能を劇的に向

上させる新しい強磁性体/半導体融合

機能材料の創製についても検討する。 
 

 

     
 

  



 

平成 17 年度「産業技術研究助成事業」第 1 回公募採択テーマ 

環境分野  

  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 マイクロ波加熱によ

る CO2 排出量削減・

省エネルギー型高速

製銑法の開発 

国立大学法人

東京工業大学 

林 幸 京都議定書の発効により、省資源・省エ

ネルギー化の強力な推進が急務となって

いる。鉄鋼製錬の高炉における製銑プロ

セスでは多量の炭酸ガスを排出するた

め、炭酸ガス排出量をいかに削減するか

が重要な課題である。本研究は、マイク

ロ波加熱を用いることにより、現在の高

炉の製銑温度より 200℃低い約 1350℃

の温度で、高酸素分圧下、短時間に溶

融銑鉄を製造するプロセス「低温高酸素

ポテンシャル高速製銑」を開発することを

目的とする。これにより、炭酸ガス排出

量・エネルギー消費量を大幅に削減でき

る。また、還元剤に劣質炭や廃木材を用

いることができ、さらに生成銑鉄の高純

度化も見込まれる。操業の開始・中止を

簡単に行うことも可能となる。 

2 3 価イオン伝導性固

体電解質を用いた環

境汚染ガスセンサの

開発 

国立大学法人

大阪大学 

田村 真治 本研究では、種々雑多のガスが共存す

るあらゆるガス排出部位において、目的

の環境汚染ガスのみを精度良く検出でき

る小型ガスセンサの構築を目指す。申請

者はこれまでの研究により、センサ材料

としては 3 価カチオンを伝導種とする固

体電解質を用いることが最適であること



を明らかにしている。そこで、さらに優れ

たガス検出特性を達成するために新規

な 3 価カチオン伝導性固体電解質の開

発も併せて行う。本研究終了時には、小

型かつメインテナンスフリー型の種々の

環境汚染ガスセンサを開発し、国際的な

緊急課題である環境汚染防止に大きく貢

献できるセンシングシステムを構築する。 

3 水質浄化植物を原料

とした高性能重金属

吸着剤の製造に関

する研究開発 

国立大学法人

東北大学 

中野 和典 優れた水質浄化機能を有するヨシを原材

料としてイオン交換樹脂と同等の高性能

な重金属回収性能を持つ吸着剤を試作

することに成功した．本研究では，ヨシの

どのような特性が重金属吸着剤の原材

料として適しているのかを明らかにし，そ

の特性を最大限に生かせる前処理手法

（重金属吸着剤への変換手法）を理論的

に構築する．ヨシをモデルとした本研究

により，安価で高性能な重金属吸着剤の

生産が可能となるだけでなく，その原材

料として収穫したヨシを利用できるように

なるため，ヨシによる水域浄化の推進化

を図ることができる．また，ヨシで明らかと

なる重要な重金属吸着要因をもとに重金

属吸着剤に適した植物の検索のための

新しい指標を創出し，新たな優れた植物

バイオマス材料の検索を実施する． 

4 触媒反応による連続

再生方式 DPF の数

値解析と内部構造の

国立大学法人

名古屋大学 

山本 和弘 ディーゼル車の排気ガス中には、粒子状

物質（PM）が含まれ問題となっている。そ

の対策としてフィルター（DPF）が開発さ



最適化 れているが、より小さい微粒子が除去で

きないことや再生過程が必要であるなど

課題は多い。これまで DPF の開発は主

に実験により行われてきた。内部の現象

を理解し、また製品を効率的に設計する

ためには、数値的に現象を予測・検討す

ることが望ましい。本研究では触媒によ

る反応計算を行い、連続再生フィルター

を数値的に解析する。これにより内部の

反応機構を直接検討することが可能とな

る。また、並行して多孔体構造の CT 分

析やすすの計測を行い、より最適な DPF

形状を検討する。 

5 食品調理加工産業

に利用可能な新しい

水殺菌システムの開

発 

国立大学法人

徳島大学 

中野 政之 食品の調理加工では、感染性微生物の

混入のない水の供給は重要な問題であ

る。現在使用されている水は塩素消毒を

中心とし紫外線を補助的に利用し処理さ

れたものが推奨されている。しかし、塩素

をはじめとする消毒薬の残留物が食品

の味に影響すること及び健康や環境に

影響を与えることなどから、食品調理加

工現場での消毒薬の使用は嫌がられて

いる。また従来の紫外線照射装置を中心

に用いる方法にもコストが高く水銀廃棄

物が生じることなどより問題が多い。 

本研究では、発光ダイオード紫外線照射

システムを中心に用いた食品の製造業

に使用可能な水の感染性微生物殺菌装

置を作製することを目的とする。 



本研究による水殺菌システムは、食品製

造業に用いている水殺菌システムに替

わるものとなり、さらに社会生活や各種

産業に必要な水の殺菌に応用できる可

能性がある。 

6 Hydraulic lift を利用

した植物で植物を灌

漑する技術 

国立大学法人

名古屋大学 

矢野 勝也 現在、地球規模で乾燥化が進行中だが、

地球温暖化がそれを加速させ、甚大な経

済的損失を発生させるという予測があ

る。農業は淡水の半分以上を消費する

産業であり、農業における水消費の効率

化は、農業のみならず他産業への波及

効果も期待され非常に重要である。私達

はこれまでに、ある種の植物が地下水を

吸い上げては隣接する作物にその水を

供給する現象をザンビア共和国の畑で

実証した。これは、未利用のまま地下流

出してしまう降水を、大規模投資を伴わ

ない植物の機能を活用することで資源化

できる可能性を示した画期的な研究であ

る。本研究では、この『植物スプリンクラ

ー』を灌漑技術として確立することを目的

とする。 

7 バイオミネラリゼーシ

ョン技術を駆使した

大腸菌へのバイオレ

メディエーション機能

付加 

国立大学法人

東北大学 

梅津 光央 本研究では、貝やサンゴ等で観測される

ペプチド・蛋白質を用いたバイオミネラリ

ゼーション技術を駆使して、廃液・汚染水

中の有害金属イオンを鉱物化する浄化

手法を構築し、最終的に金属イオンを高

付加価値なナノマテリアル材料として回

収するリサイクルシステムを提案する。そ



のために、コンビナトリアル的手法を用い

て特定の金属イオンを鉱物化する鉱物

化機能性ペプチドを創製し、生育速度が

非常に速く、発育環境も幅広い大腸菌

に、遺伝子工学を駆使して、鉱物化機能

性ペプチドを様々な形式(分泌・提示)で

発現させる。そして、バイオミネラリゼー

ション機能を発現させたバイオメディエー

ション大腸菌を用いて、金属汚染水の浄

化を行うだけでなく、ナノマテリアルとして

回収する、準永続型有害金属浄化・ナノ

マテリアル創製リサイクルシステムの構

築を目指す。 

8 電気・電子機器を対

象としたライフサイク

ル指向製品環境リス

ク評価技術開発 

独立行政法人

産業技術総合

研究所 

伊坪 徳宏 RoHS や WEEE、EuP といった欧州指令

や JGPSSI などの取組といった国内外の

動きに既存の環境評価ツールが対応し

ていないため、電気電子機器産業が環

境活動を行うインセンティブを現在の環

境評価ツールによる結果から得ることが

できない状況にあった。本研究では、電

気・電子製品に特有な環境リスクとして、

有害化学物質による健康リスク、希少金

属の消費による社会経済リスクを評価す

るための手法を開発し、これらの環境影

響を包括した費用対便益分析を行うこと

ができる意思決定支援システムを構築す

ることを目的とする。同手法は、RoHS 規

制対象物質の代替効果、WEEE 対応リサ

イクルシステム構築による環境保全効果



といった多様な環境施策案を、｢製品環

境リスク｣という総合的尺度により分析評

価することができる汎用性と柔軟性の高

い手法体系である。 
 

   



 

平成 17 年度「産業技術研究助成事業」第 1 回公募採択テーマ 

ナノテクノロジー・材料分野  

  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 新しい磁気メモリ・センサ

のための電圧駆動磁化反

転技術の開発 

国立大学法人

東北大学 

三谷 誠司 磁性体の磁化方向を反転させる

には、従来磁場が用いられて来

た。最近、磁気メモリの超高集積

化を実現する新しい磁化反転技

術として、電流駆動のスピン注入

磁化反転が注目されているが、

大きな電流密度を要するなど解

決すべき問題も残されている。2

重トンネル接合系における電圧

駆動のスピン注入磁化反転は、ト

ンネルバリアによる効果的なスピ

ン注入・蓄積が生じ、印加電圧が

磁化反転の支配因子になる新し

い磁化反転法である。電流駆動

型のものと相補的に利用され、電

気的な磁化のマニュピュレーショ

ン技術分野を形成すると期待さ

れる。新しいアーキテクチャの超

高集積度の磁気メモリや、動作特

性を自己チューニングできるイン

テリジェント磁気センサの開発の

シーズとなる技術である。 

2 室温強磁性半導体を用い

た室温動作スピントロニク

スデバイスの開発 

国立大学法人

東北大学 

福村 知昭 強磁性金属を用いた室温動作ス

ピントロニクスデバイスは実用化

に向けた研究が進んでいる。一

方、強磁性金属の持つスピンの



自由度にキャリアの自由度が加

わった強磁性半導体では、強磁

性転移温度が低いため、低温で

のデバイス実証にとどまってい

る。本研究では、最近提案者らが

発見した室温強磁性半導体の

Co ドープ TiO2 を用いたスピント

ロニクスデバイスを作製し、酸化

物へテロ構造デバイスの作製プ

ロセス環境の改善により、初めて

の室温動作に挑む。まず、構造

の比較的シンプルなトンネル磁気

抵抗素子の作製を行い、デバイ

ス動作を実証する。そして、様々

な優れた機能を持つ酸化物がヘ

テロ構造デバイス開発へと展開

するための足がかりとする。 

3 全固体リチウム二次電池

の創製にむけた電極－固

体電解質ナノ界面の構築 

大阪府立大学 林 晃敏 安全性、信頼性に優れた全固体

型リチウム二次電池の開発が注

目されている。本申請では、高速

電荷移動を実現できる電極－固

体電解質ナノ界面を設計、構築

し、それを用いて実用を展望でき

る画期的な全固体二次電池の構

築を図ることを目的とする。固体

電解質の薄膜やガラス性液体、

さらには自己形成手法を用いて

電極活物質との間に理想的なナ

ノ界面を形成させ、その構造と電

気化学的反応性についてのキャ

ラクタリゼーションを行う。そして



電極－固体電解質ナノ界面を用

いた全固体電池を実際に作製し

て、高速充放電特性や低温から

高温までの広い温度域における

電池の作動特性について評価す

る。 

4 低コスト製造法による高効

率純緑色発光ダイオード

の開発 

国立大学法人

佐賀大学 

田中 徹 波長 550nｍ付近の高効率純緑

色発光ダイオード（LED）を開発す

ることを目的とする。独自に開発

した拡散制御層を用いた熱拡散

技術により、市販のガリウム燐

(GaP)製緑色 LED に迫る発光輝

度を有するテルル化亜鉛(ZnTe)

製 LED を開発した。低コストな製

造方法である本技術をベースとし

て、ZnTe LED のさらなる高効率

化を目指す。当該波長領域にお

ける市販品の発光効率は、赤色

及び青色 LED に比べて極めて低

く、その高効率・高輝度化が達成

出来るなら、様々な分野での応

用が期待される。 

5 大容量酸素ストレージ機

能物質の創製と次世代自

動車触媒技術への展開 

国立大学法人

熊本大学 

池上 啓太 気体酸素を酸化物イオンとして固

体構造中に吸蔵し、酸素分圧が

低下すると逆に酸素を放出する

働きを酸素ストレージ（貯蔵）機能

といい、自動車排ガス浄化技術

におけるキーテクノロジーとして

利用されている。申請者は希土

類オキシ硫酸塩－オキシ硫化物

間の硫黄の酸化還元に基づく新



しい酸素ストレージ現象を最近発

見した。この発見を基に本研究で

は既存物質の実質 10 倍もの大

容量の酸素貯蔵・放出を実現す

る画期的な物質設計に挑戦す

る。さらに、この大容量酸素ストレ

ージ物質を応用して、これまで実

現困難とされたディーゼル燃料や

硫黄分を含むダーティーな燃料

にも適用可能な次世代の自動車

排ガス浄化触媒の開発を目指

す。 

6 微細配線用異方導電高分

子シートの開発 

国立大学法人

東京工業大学 

中川 勝 液晶ディスプレイ、携帯電話、携

帯端末等の表示素子に含まれる

配線基板間の接着には、異方導

電シートが用いられている。異方

導電シートは、導電性の金属微

粒子や金属めっき高分子微粒子

を均一に高分子樹脂中に分散さ

せた構造からなり、回路基板間に

配置し圧着して、加圧方向と平行

方向に導電的接続を、また加圧

方向と垂直方向に絶縁的接続を

配線基板間にもたらす。現在、球

形微粒子を導電性フィラー材料と

して使用しているため、分解能に

相当する配線ピッチ 40～50μｍ

が下限となっている。高度情報化

社会を支えるため、配線ピッチ 5

～10μｍに対応できる高信頼性

の異方導電シート材料の開発が



急務となっている。本研究では、

申請者がこれまでに開発した磁

場により配向制御を行える棒状

の磁性ニッケルナノチューブを導

電性フィラー材料として用い、微

細配線用の新規な異方導電シー

トを開発する。 

7 スピンナノクラスターを用

いた高性能高周波電子部

品材料の開発 

国立大学法人

東北大学 

小川 智之 ユビキタスネットワーク社会に対

応した、GHz バンドの高周波帯域

において低消費電力化および広

帯域化を兼ね備えた電子デバイ

スの実現が不可欠であり、それを

実現するための新たな材料の開

発が急務である。本提案では、磁

性材料のナノサイズ化することに

より初めて発現する超常磁性に

着目し、その高い透磁率ならびに

磁気的等方性を用いた次世代プ

リント基板、高周波対応アンテナ

の応用を念頭に、化学合成法で

作製した磁性ナノ粒子および自

己組織化法で作製した磁性ナノ

粒子／誘電体複合材料の構造・

物性評価を通し、高周波帯域で

の低消費電力化および広帯域化

を可能にする従来にはない新概

念の磁性体／誘電体複合材料の

開発を行う。 

8 高エネルギー電磁波検出

のための新しいカラーフォ

ーマー材料の開発 

国立大学法人

埼玉大学 

太刀川 達也 外部刺激により変色するカラーフ

ォーマーは、これまで記録材料や

表示材料に利用されてきた。わ



れわれは、この機能性色素をγ

線の検出材料として分子設計し

なおし、感度向上の指導原理を

得た。本研究では、この指導原理

に基づき、さらに低線量のγ線を

視覚で検出するための新たなカ

ラーフォーマーの開発を進め、実

用的な放射線検出ラベル材料の

感度を 1000 倍にすることを目的

とする。この検出材料は、電子線

や重粒子線などの他の放射線に

も適用でき、電子線リソグラフィー

（ナノパターニング）や放射線治

療の分野への応用展開が期待で

きる。また、無色から発色体へ変

化するという特性を生かし、ナノ

周期構造を有する光学素子の作

成や、媒体をゲルにすることによ

り、放射線の 3 次元検出に波及

する効果もある。 

9 ラジカル反応性高分子の

開発とナノ複合化技術へ

の展開 

国立大学法人

九州大学 

大塚 英幸 架橋、レジスト、接着等に用いら

れている反応性高分子の多くは、

ラジカル重合に代表される連鎖

重合法により主鎖を構築し、高分

子側鎖がイオン的に反応すると

いうプロセスをとる。しかしなが

ら、酸塩基などで駆動される反応

は、反応性高分子に導入できる

官能基の種類と使用条件に制約

を与え、近年の多様化した材料

の全てに対応するには限界を向



かえている。本研究では、これら

の問題を解決すべく、主鎖を重縮

合・重付加といった逐次重合法に

より構築し、使用時にラジカル的

に反応が進行する「ラジカル反応

性高分子」の開発を行う。さらに、

従来型反応性高分子では不可能

な主鎖の組み換え反応により、異

種高分子のナノレベルでの複合

化を実現する。 

10 ナノカーボン閉構造体によ

る固体潤滑表面システム

の創出 

国立大学法人

東京工業大学 

平田 敦 グラフェンシートの閉構造を有す

るカーボンオニオン・ナノチューブ

のナノカーボン材料を利用して、

高真空中や高温場など過酷環境

でも低摩擦・低摩耗を実現する固

体潤滑表面システムを創出する

ことを目的とする。これらナノカー

ボン材料の最外層には、理想的

結合ではダングリングボンドが存

在しないため接触材との相互作

用が極めて小さいことが予想さ

れ、また高温でも安定な結晶体で

あるため、従来の固体潤滑材と

は異なるメカニズムでの耐環境

性固体潤滑システムが形成され

る。この潤滑システムは、航空宇

宙機器や半導体製造装置、食

品・医薬搬送機器など流体潤滑

の不適分野に応用されるととも

に、トライボロジー分野における

グリーンエンジニアリングを実現



する一手法となりうる。 

11 水素トラップエネルギー制

御により水素脆性を克服

した高強度材料の創製 

上智大学 高井 健一 社会基盤構成要素である機械・

構造材料の高強度化、および水

素利用社会に向けた燃料電池シ

ステムの普及に対し安全性の高

い高強度材料の両面から要求が

高まっているが、材料の水素脆

化が最大の障害となっている。そ

こで、これまで蓄積した（1）水素

の可視化技術、（2）原子レベルで

の水素トラップサイト解析技術、

（3）水素脆化に影響を及ぼさない

状態の水素の分離・抽出技術を

活用し、水素脆化を克服した高強

度材料の創製を試みる。具体的

には、水素トラップサイトの結合

エネルギーを制御し、水素との溶

解エンタルピーが負の元素による

強力な水素トラップサイト効果、

強伸線加工と析出物による水素

脆化に影響を及ぼさない状態の

水素トラップサイト効果、さらに

は、コットレル効果を用いた水素

トラップサイト消滅とパイエルス障

壁を高めた組織の安定化による

効果により高機能・高信頼・長寿

命高強度材料を実現する。 

12 能動的なひび割れ自己治

癒機能を有するコンクリー

トの開発 

国立大学法人

東京大学 

岸 利治 社会基盤施設形成を担う重要な

建設材料である RC 構造のひび

割れを減少させることの社会ニー

ズは極めて大きい。しかし、コンク



リートの性質上、ひび割れを根絶

することは難しく、むしろ現実には

多くの RC 構造物においてひび割

れの存在が確認される状況にあ

る。そこで、本研究では、コンクリ

ートにひび割れが発生したとして

も、セメント化学的な作用を能動

的に利用して、ひび割れをコンク

リート自身が自己治癒する機能

の開発を行う。この技術が実現す

れば、コンクリート構造物の長寿

命化・信頼性向上に大きく寄与す

ると考えられ、また、防水工に対

して価格競争力を持てば、漏水

が懸念される構造物において直

ちに実用化されると考えられる。 

13 微小領域への低エネルギ

ー電子線照射とナノ材料

の表面構造解析 

国立大学法人

九州大学 

水野 清義 走査トンネル顕微鏡探針を電界

放出電子銃として用いることによ

り、表面微小領域の構造解析を

行う装置を開発する。表面敏感で

ある低エネルギー電子線を、走

査トンネル顕微鏡探針を電子銃

とすることにより表面微小領域に

照射する。そこから後方散乱した

電子を検出し、表面微小領域か

らの回折パターンを測定して、ナ

ノ材料の原子配列を解明する。

走査トンネル顕微鏡と組み合わ

せて使用することにより、ナノ材

料の原子配列を表面数原子層に

わたって解明する手段とする。ま



た、低エネルギー電子線を表面

微小領域に照射することにより表

面構造の変化を誘起させたり、電

子エネルギー損失分光により表

面微小領域の性質を調べる。こ

れらによりナノ材料の開発に貢献

することを最終目標としている。 

14 環境適応型潤滑システム

の電子レベル設計を可能

とするトライボケミカル反

応シミュレータの開発と実

験研究との連携による自

動車エンジンオイル用無

硫黄・無リン添加剤の開発 

国立大学法人

東北大学 

久保 百司 近年、環境対策、省エネルギー

対策に対する強い要請から、摩

擦・摩耗・潤滑（トライボロジー）に

関する社会的要求が厳しさを増し

ている。具体的に自動車業界で

は、エンジンオイル用摩耗防止

剤、フリクション低減剤中に含ま

れる硫黄分、リン分が排出ガス浄

化触媒を著しく劣化させるとして、

これら添加剤の無硫黄化・無リン

化が社会的に急務の課題となっ

ている。特に、上記課題には迅速

な対応が求められることから、実

験研究に加え、理論的添加剤設

計手法の確立が望まれている。

従来のトライボロジーに関する理

論的研究にはマクロスケールの

機械工学的アプローチが用いら

れてきたため、摩擦下での化学

反応ダイナミクス（トライボケミカ

ル反応ダイナミクス）が機能の本

質である摩耗防止剤、フリクショ

ン低減剤の設計には全く対応で

きていない。また、世界的に見て



も「化学反応」と「機械的摩擦現

象」の両方を扱わなければならな

い複雑性からトライボケミカル反

応を解明可能な理論計算プログ

ラムは皆無である。そこで、本研

究では申請者らが開発済みの

「化学反応ダイナミクス」を解明可

能な SCF-Tight-Binding 量子分

子動力学法と「機械的摩擦現象」

を解明可能な非平衡古典分子動

力学法を統合化することで、世界

に先駆けてトライボケミカル反応

ダイナミクスを解明可能な非平衡

量子分子動力学シミュレータの開

発というブレイクスルーを実現す

る。さらに、上記開発プログラムを

活用し、世界的にも初めて無硫

黄・無リン摩耗防止剤、フリクショ

ン低減剤の電子レベル設計を実

現するとともに、産学の実験研究

者との連携により、理論的に設計

した上記添加剤の実験的開発、

さらには将来の実用化を目指す。 

15 不均一系金属担持触媒反

応機構解明のための高分

解能時間分解 DXAFS 装

置の開発 

大学共同利用

機関法人高エ

ネルギー加速

器研究機構 

稲田 康宏 世界初のダブルポリクロメーター

を備えた時間分解 DXAFS 装置

を開発し、共同利用の実験装置

として広く一般公開する。達成目

標性能は、ミリ秒までの時間分解

能、5～30 keV の測定対象エネ

ルギー領域、2～5 eV のエネル

ギー分解能及び EXAFS 解析に



十分な 1 スペクトル当りの測定可

能エネルギー範囲（約 1500 eV）

とする。ダブルポリクロメーターの

採用はエネルギー分解能と測定

可能エネルギー範囲の大幅改善

をもたらすと同時に、試料セルの

自由度向上による対象試料の拡

張や散乱光及び迷光の完全除去

などを可能とする。同装置を用い

た利用研究として、銅担持ゼオラ

イト触媒の酸化還元機構の解明

を行う。 
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製造技術分野  

  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 高精度マイクロ X 線

CT 装置による MEMS

デバイスのリバース

エンジニアリング 

国立大学法人

東京工業大学 

小関 道彦 3 次元構造を有する MEMS デバイスの

組み立て精度を検証するためには、マイ

クロ X 線 CT の利用が不可欠である。し

かし、現状の CT 画像にはメタルアーチ

ファクトの問題があるため、MEMS デバ

イスに適用して適切な画像を得ることは

困難である。そこで本研究では、新しい

CT 撮影技術および CT 画像の再構成ア

ルゴリズムを考案し、広い撮影視野に対

してメタルアーチファクトを低減した高精

度な CT 画像を得ることを第一の目的と

する。そして、CT 画像に基づいて構築す

る MEMS デバイスの個体別モデルを用

いて製品の品質を検査するリバースエン

ジニアリング技術を確立することを第二

の目的とする。 

2 ワンステップナノめっ

き法によるプラスチッ

クビーズの導電化技

術の開発 

大阪府立大学 椎木 弘 液晶テレビやノートパソコンなど、液晶デ

ィスプレイ（LCD）は様々な製品に急速に

供給されるようになった。携帯電話や個

人用携帯情報端末（PDA）など更なる小

型パネルの需要が高まるにつれ、LCD

とそれに画像信号を送る集積回路（IC）

を電気的に接続する異方導電性膜や集

積回路等の高密度実装が必要とされて

いる。本申請では必要とされる配線製品



を金属ナノ粒子応用技術により開発す

る。申請者らは金属ナノ粒子を利用する

無害且つ少ない工程でのプラスチックめ

っきに関する特許を有しており、この特

許技術を利用した導電性ビーズを作製

し、異方導電性膜やナノ配線技術の開

発を行った後、即効的に事業化を目指

す。 

3 バイモダル触媒の汎

用製造法 

国立大学法人

富山大学 

椿 範立 空間的につながっている大小二元細孔

を持つバイモダル触媒は、大きな細孔が

反応原料と生成物の触媒内外部への拡

散を促進し、小さな細孔が高比表面積と

活性金属粒子の高分散状態を維持する

といった極めて優れた特長を有する。従

って原料の拡散律速による制限を受け

ることなく、高い触媒活性と高い物質移

動効率を同時に実現できる。従来のバイ

モダル触媒調製法には王水などの強酸

が使われており、環境、生産コストへの

負荷が大きい。しかも細孔を形成する物

質は通常一種類のみであり、複数成分

から担体を調製するのは不可能に近く、

試験的に生産されている製品はシリカと

アルミナ二種類に限定されている。ま

た、数百ナノメーター以上の大きすぎるメ

ソポア（大きな細孔）の生成が一般的で

あり、本来バイモダル触媒に期待される

性能を発揮できない。 

本研究は、既存のメソポア内部にナノ粒



子の自己組織化や金属含有シロキサン

錯体由来の構造構築によるミクロポアの

構築法を開発するものである。さらに、

精密な細孔制御とともに、複合機能をも

つヘテロ結合もバイモダル空間構造にイ

ンプットする。この技術は全ての固体触

媒製造に応用できる。 

4 液中放電堆積加工に

よるワイヤ工具の高

速製作法とそれを用

いた加工法の開発 

豊田工業大学 古谷 克司 大直径シリコンウエハの切断加工や微

細部品の加工にはワイヤ状工具や細軸

工具が有効となる。特に，加工能率を向

上できるワイヤソーによる固定砥粒加工

への期待は高い。しかし，ワイヤソーに

よる切断加工時に表面に発生するクラッ

クが加工面品質を低下させるという問題

がある。 

  本提案では，液中放電加工を用いた

堆積加工によりワイヤソーおよび細軸工

具上に砥粒層を形成し，それを用いた切

断加工および電気加工との複合による

微細三次元形状の加工を行うことを目

的とする。これにより，高速な外形加工

から仕上げ加工までの一貫したプロセス

を実現する。 

  加工可能な材料は，金属から，圧電

材料やガラスなどの硬ぜい材料まで非

常に幅広い。 

5 非水系バイオプロセ

スで用いられる有機

溶媒耐性生体触媒の

大阪府立大学 荻野 博康 現在の化学産業ではバルク製品から機

能性製品やファインケミカル製品の製造

に移行している。ファインケミカル製品の



開発 製造には多くの資源・エネルギーが必要

であり、廃棄物の量も莫大である。酵素

は穏和な条件で触媒機能を発揮し、副

生成物を生じないため、ファインケミカル

製品の製造プロセスの触媒として用いる

と、省資源・省エネルギーでしかも環境

負荷の少ない環境調和型物質生産プロ

セスの構築が可能となる。しかし、ファイ

ンケミカル製品の製造に溶媒として用い

られる有機溶媒存在下では酵素は容易

に変性し、その触媒機能を喪失する。本

研究では、環境調和型非水系バイオプ

ロセスの構築を目指した有機溶媒耐性

酵素や微生物を開発する。 

6 バイオサーファクタン

トをリガンドとした有

用タンパク質の高効

率分離システムの開

発 

独立行政法人

産業技術総合

研究所 

井村 知弘 医薬品や機能性食品などの分野におい

て、需要の急増が見込まれる有用タンパ

ク質（抗体）の製造プロセスを飛躍的に

効率化する新しい分離・濃縮技術の開

発を目指す。既存の抗体分離技術で

は、タンパク質系のアフィニティーリガン

ドが汎用されており、リガンドが非常に高

価であることや、適応可能な抗体の種類

が限られているなどの問題があった。 

一方、提案者らは、酵母菌によって安価

に量産できる糖型バイオサーファクタント

が、その糖鎖を介して、多様な抗体に対

して非常に高いアフィニティーを示すこと

を発見している。 

本研究では、機能性と経済性を併せ持



つバイオサーファクタントを活用した従来

にない 1）アフィニティークロマトグラフィ

ーや 2）水性二相分配法を開発すること

によって、高効率の抗体分離システムの

構築を目指す。 

7 ハイパーブランチ糖

鎖の効率的生産技術

の開発と高機能化 

国立大学法人

北海道大学 

佐藤 敏文 本提案では無水糖の効率的な生産シス

テムの開発および無水糖を原料とする

ハイパーブランチ糖鎖の製造技術の開

発により、未知感染症の危険がある動

物由来材料の代替品としてハイパーブラ

ンチ糖鎖を用いた機能性材料の産業化

を目指す。具体的には、グルコース、ガ

ラクトース、セルロース等の糖類を流通

系亜臨界装置、あるいは流通系マイクロ

波装置により短時間で反応させる無水

糖の大量生産技術を確立する。さらに、

生成した無水糖のマイクロ波反応による

ハイパーブランチ化により、短時間で分

岐度、置換度などの物性が明確なハイ

パーブランチ糖鎖誘導体を合成する製

造技術を開発する。これにより、糖質資

源を用いる医用品、化粧品、化学品産

業等の発展に寄与する技術を提供す

る。 

8 活性酸素ストレスに

よる細胞生理の制御

に基づいた機能性バ

イオプロダクト生産技

術の開発 

国立大学法人

神戸大学 

勝田 知尚 本研究では、強光や活性酸素ストレス下

で誘導される細胞の生理的変化に伴い

産生される、機能性バイオプロダクトの

工業的スケールにおける効率的生産に

向けて、適切、簡便に活性酸素ストレス



を細胞へ負荷して細胞生理を制御する

技術を開発する。この新技術は、細胞生

理の遷移過程をすみやかに完了させ生

産所要時間の短縮を図るとともに、生理

的変化を誘発する生育環境の変化が、

一方では所望の生合成経路を抑制する

といった、既往の手法における問題点を

解決することによって、生産効率の大幅

な向上を図る。これによって、現在、地理

的、経済的ファクターのために外国企業

の独占を許している、天然抗酸化物質

等の機能性バイオプロダクト生産へ、国

内企業の積極的参画を促すことができ

ると期待される。 

9 対流制御による革新

的高効率 TIG 溶接法

の開発 

国立大学法人

大阪大学 

藤井 英俊 シールドガスに O2 または CO2 ガスを微

量程度添加することで、溶融池の表面張

力の温度依存性を正とし、対流を内向き

に変化させることで、通常の 5 倍の作業

性が得られる革新的な高効率 TIG 溶接

法を開発する。溶融の幅 W を深さ D で

割った D/W 値で通常の 7 倍の 1.5 を達

成する。電流値を増加させても、効果が

維持できるように条件を設定することで、

大幅な溶込み深さの向上を図る。また、

電極の消耗およびビード表面の酸化に

よる概観の劣化を防ぐため、2 重シール

ドガストーチを構築し、内側のガスに不

活性ガス、外側のガスに不活性ガス＋

0.3％CO2 等の組み合わせを用いる。さ



らに、プラズマ気流速度、表面張力の測

定およびシミュレーションにより現象を明

確化する。  
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  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 2 次元マトリクスアッ

セイを実現する閉鎖

流路型細胞アレイの

テイラーメイド作製技

術 

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

須丸 公雄 本研究において我々は、薬物スクリーニ

ングや細胞診断の効率化と自動化への

強いニーズに応えるべく、内面に複数種

の細胞が配列担持された多数の閉鎖微

小流路からなる新規細胞アレイの作製

技術を確立する。閉鎖流路内面への細

胞の配列担持には、透明流路外部から

の光照射によって細胞接着性を局所的

に制御する独自の新規細胞操作技術を

駆使し、細胞アレイの作製からバイオア

ッセイまでを一貫した無菌的操作によっ

て合理的に行うことを可能にする。これ

により、ユーザーが自ら保有する細胞を

用いて細胞アレイを無菌的に作製し、こ

れを用いて 2 次元マトリクスをなす膨大

なバイオアッセイを一挙に行うことが実

現される。 

2 バイオ･ナノフォトニク

スのための UPC ナ

ノ粒子の合成と機能

化 

東京理科大

学 

曽我 公平 近赤外励起によりアップコンバージョン

(UPC)発光を示す希土類含有イットリア

ナノ粒子と、バイオシステムで特異吸着

性を示す高分子を複合化することによ

り、「生体にやさしいバイオイメージング

マーカー」を開発する。バイオイメージン

グマーカーはこれまでもバイオメディカル



分野で高感度微量検出の診断方法とし

て用いられてきたが、励起光源としての

紫外線がバイオシステムに与えるダメー

ジの為に、1～100 秒オーダーで失活す

る欠点があった。本提案では、近赤外励

起で可視光を発する新たなバイオイメー

ジングマーカーを提供することにより、励

起光によるバイオダメージを起こさない

新しいバイオイメージングシステムが開

発される。 

3 迅速・高感度なイン

フルエンザウイルス

検出システムの構築 

国立大学法

人北海道大

学 

尾崎 弘一 申請者は、カーボンナノチューブ

（Carbon Nanotubes;CNT）を用いた検出

素子により、従来より用いられている吸

光 ELISA 法の 40 万倍にも及ぶ超高感

度のバイオセンシングに成功した。この

驚異的なナノテクを基にして、固体表面

修飾技術ならびにバイオテクノロジーと

の融合により、低コストで迅速・高感度に

判定できるインフルエンザ検出システム

を構築する。インフルエンザは鳥の渡り

と密接に関連する人獣共通感染症で、

我が国でも毎年必ず犠牲者を出してい

る。昨年は鳥インフルエンザが社会問題

化した。本提案は、全く新しい測定原理

を駆使して、医療分野・養鶏産業等への

貢献をするものである。 

4 没入歩行感覚呈示

装置を用いたリハビ

リテーションシステム 

国立大学法

人筑波大学 

矢野 博明 脳卒中の救命率の上昇と昨今の入院期

間短縮により、十分な医学的リハビリテ

ーションが行われず、本来の機能回復



が得られないまま維持期リハビリテーシ

ョンを受けている患者が増えてきてい

る。また、従来の医学的リハビリテーショ

ンでは、いわゆるプラトー患者のさらなる

機能回復の見込みは低いと考えられて

いた。本研究は、このような患者に対し

て、没入型ディスプレイおよび歩行感覚

呈示装置を用いた健常者の歩行パタン

を反復して体験する介護予防・機能回復

促通システムを開発し、光トポグラフィー

や血液検査などの医学的評価を行うこ

とで、新たな歩行リハビリテーション手法

の開発および機能回復メカニズムの解

明を目指す。 

5 高感度光検出型メン

タルヘルスケアチッ

プの開発 

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

福田 伸子 交感神経機能物質であるカテコールアミ

ンを簡便、迅速、非侵襲に分析する、新

規光検出型メンタルヘルスケアチップの

開発を目指す。このデバイスの特徴は、

[1]基質分子を固体基板上に固定化する

ことにより、標的となるカテコールアミン

を選択的に捕捉し、かつ蛍光を発する誘

導体に変換する反応を基板上でおこなう

こと、[2]表面プラズモン共鳴による電場

増幅効果により、分子レベルでの微弱な

蛍光発光を高感度検出すること、[3]マイ

クロアレイ化することによる多検体の一

括検出、である。 

6 螺旋偏平形ウェアラ

ブルアクチュエータ

国立大学法

人東京工業

塚越 秀行 多様な湾曲･捻転動作を生成するウェア

ラブルアクチュエータを活用し、体調に



群の開発とその廃用

症候群予防療法へ

の適用 

大学 応じて適切な全身運動を娯楽的に促す

システムを開発する。これを要介護者に

装着すると、血行促進･筋力向上などの

効果を無理なくもたらし、廃用症候群の

予防が期待できる。具体的には、1)従来

型ソフトアクチュエータと比べ高出力密

度で高変位率の独自開発した螺旋偏平

形流体アクチュエータを用い、2)アクチュ

エータ内蔵式変位計測センサの開発、

3）適切な全身運動メニューを立案するソ

フトの開発、4)多自由度駆動を簡素化す

る音波共鳴式バルブ制御の導入、など

を行う。これにより、寝たきり生活からの

自立的脱却を促し、活力溢れる高齢化

社会の実現に貢献する。 

7 微少試料内全元素

分析用パルス同期マ

ルチガスプラズマ分

析装置の開発 

国立大学法

人東京工業

大学 

沖野 晃俊 ピコリットルオーダーの溶液試料を高密

度の大気圧プラズマの中心軸上に直接

導入し、空間・時間的に高効率で検出す

る事により、微少量試料の高感度分析

を実現できるプラズマ分析装置を開発す

る。また、プラズマ源には、ガスを変更す

るだけで、従来のアルゴンの他に全元素

中で最もイオン化能力の高いヘリウム、

酸化雰囲気を生成できる酸素や二酸化

炭素、ランニングコストの低い空気や窒

素のプラズマを一つの装置で生成できる

マルチガスプラズマ源を使用する。これ

により、従来は高感度分析が困難であっ

たハロゲンや非金属等を含む全元素の



高感度分析を実現する。また、生体高分

子等の有機試料の分析の可能性につい

ても調査する。  

8 非線形吸収を利用し

た高純度光学材料

のレーザー損傷耐性

の非破壊 3 次元イメ

ージング技術の開発 

大阪工業大

学 

神村 共住 高純度で高いレーザー損傷耐性の光学

材料の開発が産業用レーザーシステム

の性能、信頼性を向上させるための緊

急で不可欠な課題となっている。ところ

が、現状では材料を破壊しなければレー

ザー損傷耐性が計測できない。このた

めに、レーザーシステムに実装させる高

純度光学材料のレーザー損傷耐性の検

査方法は確立されていない。 

本研究では、非破壊で高純度光学材料

のレーザー損傷耐性を 3 次元でイメー

ジングする既存の概念にはない新しい

評価技術を開発する。具体的には、光

学材料に対して材料を損傷させない強さ

のレーザー光を用いて、品質に応じた非

線形吸収量とレーザー損傷耐性の相関

関係を明らかにする。さらに、さまざまな

光学材料についてデータベースを作成

し、実用的な品質評価技術として確立す

る。これらを材料製造分野及び光学製

品の品質管理に応用すれば、均質で高

いレーザー損傷耐性をもつ高純度光学

材料の供給可能になると確信している。 

9 近接場光による光制

御型マイクロバルブ

の集積化を利用した

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

永井 秀典 簡便、迅速なストレス評価を目指して、

新規な光制御型マイクロバルブならび

に、同バルブを大規模集積したストレス



ストレス計測用

Point-of-Care デバ

イスの開発 

計測用 Point-of-Care デバイスを開発

する。提案者は、世界に先駆け光による

酸化チタン表面の疎水化現象を発見し、

光制御型マイクロバルブを開発し、基本

特許を出願した。しかし、複数の光制御

型マイクロバルブの同時制御には、酸化

チタン膜への表面局在的な光照射が課

題であったため、近接場光を利用するこ

とにより解決する。さらに、千個以上の

光制御型マイクロバルブをチップ上に集

積化し、ストレスマーカーのイムノアッセ

イへ応用する。遠心力による送液と組み

合わせ、超小型ストレス評価装置を実現

できると考える。 

10 直流システム保護用

自己回復性マイクロ

ヒューズの開発 

国立大学法

人九州工業

大学 

大塚 信也 本研究は、宇宙機の高電圧化・大容量

化に対して、機器を信頼性高く安全に運

用するための新しい動作原理によるマイ

クロサイズの過電流保護素子を提案す

る。本提案素子は、不平等電界を形成

するマイクロメータオーダのギャップを有

する対向電極と導電性の高い金属粒子

とカーボンナノ粒子および大きな絶縁耐

力を有する絶縁性液体で構成されます。

基本的な動作は、過電流通過時には通

常のヒューズと同様に上記導電粒子の

蒸発・散開によるオフ状態となり、過電

流通過後には、散開している導電粒子

にギャップ間の不平等電界により誘電泳

動力が作用し、ギャップ間を再び自動的



に橋絡しオン状態となる（特許出願中）。

絶縁性液体と金属粒子の選定により、

素子の動作電流設定、高電圧・大容量

化へ柔軟に対応でき、宇宙機以外に地

上の直流配電システム、電気自動車、

携帯情報端末等の幅広い直流システム

の過電流保護素子としての応用が考え

られます。 

11 IT スマートターミナル

を用いた自動構造ヘ

ルスモニタリングシス

テム 

国立大学法

人東京大学 

岩崎 篤 近年、日本においては高度経済成長期

に建造された機器・構造物の老朽化が

深刻であり、経年劣化が経済・市民生活

に重大な影響を及ぼす例が多発してい

る。その為、この経年構造の効率的メン

テナンス手法の構築が急務とされてきて

いる。本研究は経年構造の健全性の常

時診断法構築を目的として、構造に取付

けられたセンサから自動診断を行う知的

構造ヘルスモニタリングシステム(HMS)

に関し研究を行う物である。研究は、「統

計的自動健全性診断法の開発」、「ネッ

トワーク型 HMS の構築」の 2 つを中核

として行う。前者は既設の構造物に後付

で適用可能な自動的な健全性診断法の

構築、後者は IT テクノロジーを用いたロ

ーコスト遠隔常時モニタリングシステム

を目的とする。 
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エネルギー分野  

  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 天然ガスのその場熱

供給型改質触媒用バ

イメタル微粒子の設計

と構造解析 

国立大学法

人筑波大学 

冨重 圭一 天然ガスからのクリーンな液体燃料製

造において重要なメタン改質反応の高

効率化を実現する触媒の開発を目指

す。改質剤とともに酸素を供給する内

部熱供給型改質反応においては、反

応器内に発熱反応場と吸熱反応場が

共存する。従来型改質は、この二つの

領域が大きく隔たっているのに対し

て、本研究はこれらの領域を原子・分

子レベルでの近接を行い、発熱を迅速

に吸熱反応に供給する「その場熱供

給」を実現するバイメタル微粒子の設

計を行う。特に、時分割 EXAFS 法によ

りバイメタル微粒子の構造変化を追跡

し、高機能な微粒子設計に活用する。

本触媒は、合成ガスや水素への変換

効率を向上させると同時に、通常発熱

領域で発生し、触媒性能を劣化させる

ホットスポットの生成を抑制する新しい

触媒といえる。 

2 混相流パイプラインの

リアルタイム成分流量

計測技術の開発 

国立大学法

人北海道大

学 

村井 祐一 油，水，ガスを種々の混合率で含む混

相流パイプライン流れにおける成分別

リアルタイム流量計を開発する。計測

原理は申請者らが先駆的に開発して



いる超音波ドップラー流速分布計をマ

ルチチャネルで管周方向に多方向に

適用するものである。得られる超音波

ビーム上の 1 次元速度分布からベクト

ルＣＴによって管内の瞬時軸方向流速

分布を復元し，気液・固液界面の検知

とともにこれらを面積分することで各相

別の流量を得る。断面速度分布の時

系列変動から内部の混相流動パター

ンも同時に取得され，平均流量と脈動

流量を出力する。瞬時流量計測の時

間分解能は 0.01s，サンプリング周波

数は 1Hz，空間分解能は 1mm，適用

口径は 10mm～200mm を仕様とする。 

3 クラスレート水和物を

用いた高効率エネル

ギー貯蔵・輸送技術の

ための相平衡・連続生

成シミュレータの開発 

慶應義塾大

学 

泰岡 顕治 エネルギー貯蔵・輸送の新媒体として

注目されているクラスレート水和物を

用いて、より高温・低圧（即ちより常圧・

常温に近い条件）にて天然ガス成分や

水素を高密度貯蔵させるために、分子

シミュレーションおよび熱統計力学モ

デルにより相平衡データが存在しない

新規ゲスト物質を理論的に予測する

方法を開発する。また、この予測法を

活用して産業プロセスにおけるクラス

レート水和物連続生成時の動的な過

程を予測するための連続生成ミュレー

ション手法を併せて開発する。さらに、

これら相平衡および連続生成シミュレ

ーション両者についての実験による検



証も実施する。本提案により実験に要

する時間・労力・コストなどのリスクを

大幅に軽減することが可能となり、分

子シミュレーションを用いた研究を産

業技術の高度化に直接反映させる先

進的な研究となる。 

4 金属触媒による不可

逆型エステル加水分

解反応の開発 

国立大学法

人北海道大

学 

徳永 信 カルボン酸エステルの加水分解反応

を必要最小限の水の量で不可逆的に

進行させる高効率反応系の開発を目

標とする。エステルの加水分解はアル

コール類の生産など石油化学におい

て重要なプロセスである。現在、プロト

ン酸である固体酸触媒が使われてい

るが、加水分解が平衡反応であり、し

かもエステル側に寄っているため、過

剰量の水を加え平衡をアルコール側

にずらす必要がある。生成物単離の

際、この過剰量の水を除くのにかなり

のエネルギーが消費されているので、

水の量を減らせれば理想的である。提

案者らは、あまり試されてこなかった

金属錯体触媒による加水分解反応の

研究を行い、二重結合を含む分子で

は不可逆的に反応が進む場合がある

ことを見出している。これを実際のプロ

セスで必要とされている系に適用する

ことを目指す。 

5 新規修飾・合成リグニ

ンによる充電性能に優

独立行政法

人森林総合

久保 智史 鉛電池の性能は、負極に添加されて

いる（樹木成分の一つである）リグニン



れたハイブリッド自動

車車用鉛電池の開発 

研究所 により大きく左右される。そこで、必要

な官能基や構造を導入し、かつ、分子

量、置換基密度等の明確な修飾又は

合成リグニンを調製し、その電極に対

する効果を電気化学的手法や原子間

力顕微鏡（AFM)による電極反応の直

接観察より評価し､不明な点の多いリ

グニンの鉛電池負極中での作用機構

を解明する。これらを元に、鉛電池性

能、特に充電性能を飛躍的に向上さ

せる鉛電池添加剤としての新規修飾・

合成リグニンを開発し、その特許化を

目指す。なお、本研究の成果は、ハイ

ブリッド自動車や電気自動車等への鉛

電池の適用、ひいては、二酸化炭素

の排出の緩和、地球温暖化問題の解

決に繋がる。 

6 表面張力を利用したヒ

ートポンプ用超小型気

液分離器の開発 

国立大学法

人東京大学 

鹿園 直毅 我が国の民生部門のエネルギー消費

は増加の一途を辿っているが、空調や

給湯の分野では高効率なヒートポンプ

の導入により大幅な省エネルギーが

可能である。ヒートポンプの省エネル

ギーポテンシャルは近年広く認知され

てきているが、地球温暖化防止の観

点から脱フロン化が求められること、ま

た快適性と高効率化がトレードオフの

関係にあることなどから、更なる高性

能化は容易ではなく、そのための研究

開発の重要性は益々大きくなってい



る。高効率な冷凍サイクルとして、2 段

圧縮サイクル、エジェクタサイクル、蒸

発器ガスバイパスサイクル等がある

が、追加の加工費や、気液分離器等

のコストや設置スペースの問題から、

その採用は主として高価なトップラン

ナー機種にとどまっている。そこで、本

研究では、高効率サイクル普及の条

件の一つとなる気液分離器の大幅な

小型・低コスト化を実現するために、申

請者がこれまで研究を進めてきたマイ

クログルーブを用いた気液界面の表

面自由エネルギー効果による気液分

離器を開発する。具体的には、表面自

由エネルギーが極小化するポテンシャ

ルによって液相のみをマイクログルー

ブ内に分離する新たな気液分離機構

を用いて、重力や遠心力等の体積力

によらないヒートポンプ用超小型気液

分離器を開発する。 

7 高汎用高信頼ホットス

ポット酸素センサの実

用化 

国立大学法

人長岡技術

科学大学 

岡元 智一郎 化石燃料、バイオマス、水素等の各種

燃料からエネルギーを安全に効率良く

発生させるためには、燃焼プロセスに

おける酸素濃度の正確な監視が必須

である。一般の家屋へのコージェネレ

ーションシステムの導入が検討されて

いる現在、高温加熱を必要とするジル

コニアセンサや電解液を必要とするガ

ルバニ電池式センサ等の既存の酸素



センサは、多様な要求に対応できなく

なっている。これに対して、ホットスポッ

ト酸素センサは、素子自体の構造やシ

ステム全体の構成が著しくシンプルで

あるため、極めて高い汎用性と信頼性

を有する。そこで本研究では、燃焼エ

ネルギーシステムの安全性確保と効

率化に資するホットスポット酸素センサ

の実用化を行う。 

8 燃料極反応機構をベ

ースにしたドライ炭化

水素を直接燃料とする

固体酸化物燃料電池

の開発 

国立大学法

人東京工業

大学 

伊原 学 水素を燃料に用いた燃料電池では、

水素は一次エネルギーではないため、

その生成プロセスの効率が一次エネ

ルギー基準での効率つまり全二酸化

炭素発生量に大きく影響する。残念な

がら現状の水蒸気改質を初めとする

水素生成プロセスはその効率はそれ

ほど高くなく、このことが水素燃料を利

用した燃料電池自動車の開発におい

ても大きな障害となっている。そこで、

本研究では、一次エネルギーである天

然ガスなどの炭化水素を水蒸気改質

せずに燃料とできる燃料極の開発を

行うことで、一次エネルギー基準での

効率の大幅な向上および燃料電池の

システムコストの低減を目指す。その

際に、ある一定のアノード電位に維持

した場合の三相界面での酸素被覆率

を高くできる材料を用いることが開発

のポイントであることがこれまでの燃



料極反応機構に関する研究で分かっ

てきた。そこで本研究では、この点に

着目しこれまでにない安定性と高出力

を可能にする燃料極の開発を目指す。 

9 弾性波式小型液相系

センサの開発 

国立大学法

人静岡大学 

近藤 淳 現在，新しいエネルギー源として脚光

を浴びている燃料電池は，メタノール

水溶液を利用している．このため，高

精度メタノールセンサが要求されてい

る．また，液体の高感度検出は様々な

分野，飲食産業，環境，家庭などで要

求されている．本研究の目的は，液体

の諸特性を高感度検出可能な，横波

型弾性表面波（SH-SAW）式小型液相

系センサを開発することである．SH-

SAW センサは粘度，密度，誘電率，導

電率，温度を同時に検出可能である．

これらの物性値を同時に検出可能な

センサは，弾性波以外にない．センサ

により測定した複合量を用いることに

より，液体の評価を行うことができる．

本研究では，燃料電池のメタノール水

溶液濃度モニタ可能な高感度センサ

を実現する． 

10 0 次元水素結合型超

プロトン伝導体を用い

た新しい固体酸燃料

電池の作成と空白動

作温度領域の充填 

東京理科大

学 

松尾 康光 環境負荷低減効果・省エネルギー効

果そして分散型発電が期待できる燃

料電池を開発する上で重要な電解質

に、これまで知られている燃料電池の

空白温度領域をカバーできる水素結

合型固体酸形超プロトン伝導体を用



い、これを基盤とした燃料電池の基礎

的研究、および実用化への開発を目

指す。特にいまだ解決されていない水

素結合型固体酸形燃料電池に対する

高出力化と安定化について検討し、こ

れまでの空白温度領域をカバーする

燃料電池の確立を試みる。さらに、燃

料電池電解質だけでなく、電極材料・

形状やこれを取り巻く発電系全体も視

野に入れ、燃料電池による発電系全

体の構築についても研究・開発する。 

11 中高温作動型燃料電

池の実現に向けた新

規プロトン伝導性セラ

ミックスの開発 

国立大学法

人京都大学 

雨澤 浩史 本研究では、申請者等によってこれま

でに見出されたオキソ酸塩系中高温

型プロトン伝導体についての研究成果

を基盤とし、環境調和型エネルギー変

換技術として期待される燃料電池の電

解質材料として、新規なプロトン伝導

性セラミックスを開発する。特に、リン

酸塩を始めとするオキソ酸塩を用いた

新たな材料設計に基づく系統的材料

合成・探索を通し、優れたプロトン伝導

特性と実用化に耐えうる化学的安定

性を兼ね備えたセラミックスを創製し、

円滑な電極反応、使用燃料の選択多

様性、コジェネレーションによる高効率

化など多くの魅力を有する中高温度域

（300～600℃）において作動可能な燃

料電池を実現するための基礎技術を

確立する。 



12 水分解水素放出・環境

調和型酸化物セラミッ

クスの大面積薄膜化

技術の確立 

国立大学法

人名古屋大

学 

有田 裕二 本技術開発の目標は、1 時間当たり

1Nｍ3 の水素ガスを放出する総面積

500ｍ2 の酸化物セラミックス薄膜セル

の作製技術の確立を目指して、水素

注入酸化物セラミックス試料の常温水

蒸気接触による水分解・水素放出の

新触媒機能の実用化のため、水素吸

蔵酸化物セラミックス試料の大面積薄

膜化の技術の確立することである。 

本研究開発のポイントは、水素吸蔵酸

化物セラミックスの常温水分解・水素

発生の従来と全く異なる新触媒機能

（水の分極分解触媒効果）を、CO2 を

全く排出しない、環境に調和する、常

温で安全に、且つ経済的に、水素を製

造する大面積薄膜セルとして、実用化

する新技術の開発研究にある。 

本提案の目標は、32x32ｃｍ2 のエレメ

ントで構成される表面積 5ｍ2 の酸化

物セラミックス薄膜セルの作製技術の

確立とその水素放出速度の確認であ

る。 

13 パラジウム－ＤＮＡハ

イブリッドナノワイヤー

を用いた超高性能室

温作動小型水素セン

サー 

国立大学法

人東北大学 

大原 智 水素エネルギー社会の実現には、水

素の製造、吸蔵、貯蔵、輸送技術に加

えて、その安全性を確保する技術課題

のブレークスルーが必須である。本研

究では、パラジウム-DNA ハイブリッド

ナノワイヤーを技術シーズとし、室温

作動の超高性能な革新的水素センサ



ーを開発する。具体的には、DNA 上に

析出させるパラジウムナノ粒子のサイ

ズや分散状態等を、水素ガスに対する

応答性および感度の観点から最適化

する。また、ハイブリッドナノワイヤー

構造を耐久性の観点から追及する。こ

れにより、燃料電池自動車や燃料電

池 PC 等にも搭載可能な、小型で信頼

性の高いパラジウム-DNA ハイブリッ

ドナノワイヤー水素センサーの実用化

を目指す。 

14 高性能の擬固体型有

機色素太陽電池の開

発 

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

原 浩二郎 従来型の色素増感太陽電池は、ルテ

ニウム錯体および有機溶媒を含むヨウ

素レドックス電解液を用いていることか

ら、貴金属であるルテニウムの資源的

制約や有機溶媒を使用するためセル

の安定性などが実用化への問題点と

なっている。本研究では、より実用化

に適した、ルテニウムを含まない有機

色素を光吸収材料とし、新規のイオン

性オリゴマー構造を持つゲル化剤によ

りゲル化した、有機溶媒を含まないイ

オン性液体系の擬固体電解質を用い

た、高性能で安定な新規擬固体型の

有機色素太陽電池を開発する。 

15 鳥翼型垂直軸タービン

流れの可視化 

日本工業大

学 

丹澤 祥晃 鳥翼型風車は、新たに発見された風

車原理として、優れた小型風車を社会

に提供できることが判明した。しかしな

がら、その耐暴風回避メカニズム、風



力エネルギーの変換効率、騒音発生

要因、構造部材の応力解析、経年耐

久性などの基本的特性は、まだ十分

に明らかになっていない。 

そこで、流れの可視化を可能にした風

洞を用いて、この鳥翼型風車の小型

化、高効率化、静粛化に必要な詳細な

研究を行い、安価で高性能な家庭用

小型風力発電装置（鳥翼型風車）の実

用化を進める。 

16 ゼロエミッションを目指

したバイオマス由来プ

ラスチック高性能化技

術の開発 

東京理科大

学 

澤井 大輔 化石資源を用いず廃棄物系バイオマ

スを利用して生産する生分解性プラス

チック、ポリ乳酸(PLA)は、製造工程で

のエネルギー消費量も全プラスチック

中最低レベルであるため、環境に優し

い自立循環型プラスチックである。本

研究では、PLA を高性能化させ、汎用

高分子の代替として使用することが可

能となるような技術開発を行う。PLA

を汎用高分子の代替として用いる場合

の課題は、既存品よりも耐熱性、強靱

性、形状安定性等が劣る点である。提

案研究では、提案者が有している PLA

の分子量、光学異性化、立体相補的

会合化最適化技術を実用化に結びつ

ける試料の創製をおこない、ついで分

子配向性と表面構造の制御を行い、

石油系高分子の物理的・化学的特性

を上回る高性能バイオマス由来プラス



チック繊維・フィルム化技術を開発し、

自然と共生した持続的社会の構築へ

の貢献を目指す。 
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産業技術に関する社会科学分野 

  研究テーマ名 所属機関名 研究代表者名 研究概要 

1 研究開発活動の国際化

が日本の技術進歩に及

ぼす効果に関する現状

分析および最適な研究

開発の国際化のための

政策提言 

国立大学法

人一橋大学 

清水谷 諭 1990 年代以後の日本経済の長期低迷

は、技術進歩率の低下と技術機会の

枯渇に起因するのではないかと懸念さ

れている。日本企業は国際的な競争

力や技術進歩を高めるためにグロー

バルな研究開発戦略を強めているが、

本研究では日本における技術進歩を

最大化させるような最適な研究開発の

国際化のあり方について理論的・実証

的に分析を行い、政策的インプリケー

ションを導く。特に、本研究の独自性

は、研究開発活動の内容を細かく区分

して独自のデータベースを構築するこ

と、内生成長論による理論的結果と実

証的結果を融合させることで、最適な

研究開発の国際化を達成するための

政策提言を行うことにある。 

2 バイオ・情報産業に於け

るイノベーション促進型

の専門技術者キャリア

のナビゲーション・モデ

ルの研究開発 

近畿大学 松山 一紀 バイオテクノロジーと情報技術の産業

に於いて、技術革新の普及を促進する

ための、専門技術者のキャリアマネジ

メントのモデルを研究開発する。専門

技術者労働市場において外部型キャリ

ア開発が持つ技術革新を促進する経

済的メカニズムを導入しながら、キャリ



ア開発基盤の基本設計とキャリア・マ

ネジメントを研究し、技術革新支援型

人材開発ビジネスモデルを開発する。

つまり実験や開発の現場を支える専門

技術者に対して、企業間キャリア開発

コンソーシアムが、市場の技術動向に

対応したキャリアマップを提示し、キャ

リアの方向付けを行うならば、専門技

術者のキャリア・コミットメントが高ま

り、技術イノベーションが促進される。 
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